
正
治
二
年
十
月
十
二
日
通
親
家
影
供
歌
合
の
「
叡
感
」
に
つ
い
て

ー
　
後
鳥
羽
院
の
和
歌
賞
詞
を
め
ぐ
る
一
考
察
　
－

は
じ
め
に

r
明
月
記
」
文
治
四
（
二
八
八
）
年
四
月
二
十
二
日
条
に
次
の
よ
う
な
記
事

が
あ
る
。廿

二
日
、
戊
子
、
暗
、
巳
刻
許
入
道
殿
令
参
院
給
、
為
勅
撰
集
奏
覧
也
、

自
乗
自
筆
御
清
書
、
白
色
紙
、
紫
檀
軸
、
八
月
鶴
丸
、
）
羅
表
紙
、
親
紐
、

外
題
中
務
少
輔
伊
経
書
之
、
納
苔
、
菖
蒔
絵
自
御
葦
手
有
新
歌
、
末
斜

令
出
給
、
矧
酬
醐
剰
剤
匿
云
々
、
自
令
読
中
之
給
、
又
蒔
絵
歌
以
神

筆
之
本
留
御
云
々
、

（
引
用
は
、
国
書
刊
行
会
本
に
拠
っ
た
。
（
　
）
は
割
吉
。

傍
線
な
ど
は
私
に
施
し
た
）

藤
原
俊
成
は
r
千
載
和
歌
集
」
奏
覧
の
た
め
に
後
白
河
院
の
許
に
参
上
し
た

が
、
そ
の
折
、
賢
を
尽
く
し
て
仕
上
げ
た
奏
覧
本
の
出
来
映
え
を
賞
美
し
た
院

の
「
叡
感
」
に
あ
ず
か
っ
た
。
清
書
本
を
収
め
た
箱
に
書
き
付
け
て
い
た
俊
成

田

　

　

野

　

慎

　

　

二

自
筆
の
「
新
歌
」
は
、
岩
波
文
庫
r
千
載
和
歌
集
」
（
久
保
田
淳
氏
蔵
本
）
の

奥
書
に
拠
れ
ば
、
次
の
二
首
で
あ
る
。

和
歌
の
浦
に
千
々
の
玉
藻
は
か
き
つ
め
つ

よ
ろ
づ
世
ま
で
に
君
が
み
む
た
め

後
の
世
も
な
は
た
の
む
か
な
君
が
世
に

蓋
。
蒔
也
　
1
3

あ
へ
る
は
法
の
浮
木
と
恩
へ
ば
　
　
　
　
身
。
蒔
也

勅
撰
集
奏
覧
と
い
う
慶
事
に
、
後
白
河
院
の
治
世
の
恒
久
を
言
祝
ぎ
、
自
身
の

後
世
を
託
し
た
俊
成
の
、
折
り
に
叶
っ
た
歌
も
、
後
白
河
院
の
「
叡
感
」
の
対

象
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
、
「
和
歌
の
浦
に
・
・
…
・
」
は
、
「
玉
葉
和
歌
集
」
　
（
賀

一
〇
九
三
）
に
入
集
し
た
。
こ
れ
が
r
明
月
記
L
に
お
け
る
「
叡
感
」
の
初
出

で
あ
る
。

「
叡
感
」
と
は
、
「
天
子
・
上
皇
な
ど
の
感
嘆
・
賞
讃
」
（
r
岩
波
　
古
語
辞

典
」
昭
四
九
）
を
意
味
し
、
主
体
が
限
定
さ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
「
古
今
著
聞

集
」
「
和
歌
第
六
」
で
も
、
天
皇
・
上
皇
の
和
歌
へ
の
感
嘆
・
質
許
は
、
は
と



ん
ど
の
場
合
、
「
叡
感
（
御
感
）
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

建
保
四
（
一
二
一
六
）
年
八
月
二
十
四
日
順
徳
天
皇
の
内
裏
で
行
わ
れ
た
隠
名

の
歌
合
で
、
「
古
寺
月
」
題
を
詠
じ
た
知
家
の
歌
「
昔
お
も
ふ
た
か
の
、
山
の

ふ
か
き
夜
に
暁
と
を
く
す
め
る
月
か
げ
」
が
、
「
叡
感
に
か
な
ひ
て
、
頻
に
御

倒
利
引
け
り
」
「
r
古
寺
月
の
歌
殊
叡
感
あ
り
」
」
　
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
と
、

順
徳
天
皇
に
質
讃
さ
れ
、
知
家
の
恐
悦
す
る
さ
ま
を
描
い
た
話
が
あ
る
。
「
叡

感
」
と
「
御
感
」
と
は
同
義
の
語
で
、
「
叡
感
に
叶
ふ
」
も
近
い
意
味
で
用
い

ら
れ
る
。

「
叡
感
」
は
、
「
御
教
書
」
や
口
頭
の
伝
達
で
伝
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
天
皇
や
上
皇
の
和
歌
好
尚
を
如
実
に
示
す
。
そ
の
好
尚
の
傾
向
を
了
解
す

る
こ
と
は
、
歌
人
た
ち
に
と
っ
て
極
め
て
切
実
な
問
題
で
あ
る
。

『
明
月
記
」
に
お
い
て
、
和
歌
を
賞
美
す
る
「
叡
感
・
御
感
・
（
叶
）
叡
慮
・

（2）

（
叶
）
御
意
」
の
用
例
は
、
前
引
の
記
事
を
含
め
て
、
九
例
見
ら
れ
る
。
他
に

も
、
「
今
度
歌
殊
宜
之
由
有
沙
汰
云
々
」
　
（
老
若
五
十
首

仁
和
寺
蔵
明
月
記

断
簡
建
仁
元
（
一
二
〇
二
年
二
月
二
日
条
　
今
川
文
雄
「
訓
読
明
月
記
　
第

六
巻
」
河
出
書
房
新
社
　
昭
五
四
）
や
「
多
百
首
殊
宜
之
由
。
有
御
気
色
之
趣

粗
示
之
」
（
千
五
百
番
歌
合
　
明
月
記
抄
出
　
建
仁
元
年
六
月
十
三
日
条
　
続

群
書
類
従
）
な
ど
、
広
い
意
味
で
は
「
叡
感
」
に
含
ま
れ
る
例
も
少
な
く
な

ヽ

．

°

、
∨

こ
の
う
ち
、
正
治
二
（
一
二
〇
〇
）
年
十
月
十
二
日
に
通
親
邸
で
催
さ
れ
た

歌
合
で
は
、
定
家
は
「
叡
感
」
に
あ
ず
か
っ
た
和
歌
を
r
明
月
記
」
に
古
き
留

め
、
自
注
を
付
し
て
い
て
注
目
さ
れ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
自
注
に
よ
っ
て
定
家

の
詠
作
意
図
を
明
ら
か
に
し
、
後
鳥
羽
院
の
「
叡
感
」
の
内
実
に
迫
ろ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

一
正
治
二
年
十
月
十
二
日
通
親
家
影
供
歌
合
に
つ
い
て｛3）

こ
の
時
期
に
行
わ
れ
た
通
親
家
影
供
歌
合
に
関
す
る
先
学
の
御
論
を
参
考
に

し
、
当
該
歌
合
に
関
わ
る
状
況
を
確
認
し
て
み
た
い
。

こ
の
時
期
の
通
親
は
、
月
次
の
「
人
丸
影
供
」
を
主
催
し
、
通
親
亭
に
は
後

鳥
羽
院
の
御
幸
も
あ
っ
た
（
源
家
長
日
記
・
無
名
抄
・
明
月
記
）
。
r
明
月
記
j

に
は
、
正
治
二
年
十
月
十
二
日
以
降
、
四
度
の
通
親
主
催
の
「
影
供
歌
合
」
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

後
藤
重
郎
氏
は
、
こ
の
時
期
通
親
が
主
催
す
る
歌
合
を
取
り
上
げ
、
「
本
来

な
ら
ば
六
條
家
の
人
々
が
召
さ
れ
、
御
子
左
家
の
人
々
が
し
り
ぞ
け
ら
れ
る
べ

き
所
を
、
反
対
の
現
象
を
ロ
王
し
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
正
治
二
年
院
初
度
百
首
の

折
の
経
緯
も
あ
り
、
定
家
は
心
中
頗
る
穏
か
な
ら
ざ
る
も
の
が
あ
り
、
追
従
の

為
止
む
を
得
な
い
と
い
ふ
態
度
を
と
っ
て
ゐ
る
」
な
ど
と
、
定
家
の
複
雑
な
心

T
ユ

境
を
分
析
し
て
い
る
。

r
明
月
記
」
正
治
二
年
十
月
十
二
日
条
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

14

十
二
日
、
雨
脚
罪
々
、
今
日
内
府
有
和
歌
之
興
云
々
、
入
道
殿
依
請
可
向

之
由
有
仰
、
予
同
可
供
奉
云
々
、
但
心
神
極
悩
、
有
若
亡
之
問
、
今
朝
中

共
由
了
、
宿
耀
師
珍
事
依
予
侶
引
送
老
牛
一
頭
、
無
乗
物
之
問
請
取
也
、



甚
侶
心
欺
、
頭
中
将
度
々
有
招
請
消
息
、
病
気
真
実
不
快
、
心
神
極
悩

之
間
、
示
其
由
、
猶
歌
許
可
送
之
由
有
命
、
怒
送
腰
折
了
、
入
夜
静
間

梨
入
来
、
法
眼
猶
重
悩
云
々
、

正
治
二
年
十
月
十
二
日
に
催
さ
れ
た
通
親
家
歌
合
に
、
定
家
は
、
俊
成
と
と

も
に
参
加
を
要
請
さ
れ
た
も
の
の
、
体
調
不
良
で
参
加
を
見
合
わ
せ
、
通
親
の

要
請
で
、
や
む
な
く
歌
だ
け
を
書
き
送
っ
た
。
前
日
、
後
鳥
羽
院
に
召
さ
れ
た

と
き
の
「
有
召
、
即
扶
病
騎
馬
馳
参
」
　
（
明
月
記
　
正
治
二
年
十
月
十
一
日

粂
）
と
い
う
態
度
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

こ
の
歌
合
に
対
す
る
定
家
の
鬱
屈
し
た
心
境
は
、
翌
十
三
日
の
記
事
に
も
顕

著
で
あ
る
。

十
三
日
、
雨
猶
降
、
巳
後
漸
止
、
風
甚
寒
、
病
気
弼
重
、
夜
前
密
密
御
幸

内
府
影
供
所
云
々
、
入
道
殿
依
亭
主
催
（
度
々
固
辞
探
被
示
之
、
）
影
前

勧
杯
、
師
光
入
道
取
瓶
子
之
由
注
給
事
比
興
欺
、
予
所
案
之
、
比
輿
専
無

益
也
、
但
従
於
漁
父
之
詰
欺
、
当
座
有
歌
合
云
々
、
此
事
外
不
聞
及
、
法

眼
猶
重
悩
云
々
、
…
（
後
略
）
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
月
記
）

と
、
定
家
は
、
通
親
の
指
示
に
よ
り
師
光
が
「
瓶
子
」
を
取
る
役
を
務
め
た
こ

（5）

と
を
非
難
し
、
通
親
の
処
遇
を
「
但
従
於
漁
父
之
詭
欺
」
と
記
し
て
い
る
。

「
漁
父
之
話
」
は
、
F
楚
辞
し
　
「
漁
父
」
で
、
追
放
さ
れ
た
孤
高
の
屈
原
に
漁

父
が
説
く
教
え
を
指
す
（
直
接
は
r
新
撰
朗
詠
集
」
述
懐
　
七
〇
六
）
。

…
…
漁
父
H
、
聖
人
不
三
凝
二
滞
於
物
－
、
而
能
輿
レ
世
推
移
。
世
人
皆
濁
、

何
不
下
掘
＝
其
泥
一
而
揚
中
共
波
上
。
衆
人
皆
酔
、
何
不
下
鮪
二
其
糟
l
而
敵
中
其

醍
上
。
何
故
探
思
高
翠
、
自
令
レ
放
為
。

漁
父
日
く
、
聖
人
は
物
に
凝
滞
せ
ず
し
て
、
能
く
世
と
推
移
す
。
世
人

l
ニ
ご

骨
濁
ら
ば
、
何
ぞ
其
の
泥
を
況
し
て
其
の
波
を
揚
げ
ざ
る
。
衆
人
皆
酔

く

ら

　

　

　

　

　

h

リ

　

・

T

・

丁

は
ば
、
何
ぞ
其
の
槽
を
餌
ひ
て
其
の
醍
を
歓
ら
ざ
る
。
何
の
故
に
深

あ
が

く
思
ひ
高
く
翠
り
て
、
自
ら
放
た
れ
し
む
る
を
為
す
、
と
。

（
新
釈
漢
文
大
系
r
楚
辞
し
明
治
書
院
　
昭
四
五
）

屈
原
は
謹
言
に
よ
っ
て
楚
王
か
ら
疎
ん
ぜ
ら
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
（
r
史
記
」

「
屈
原
貢
生
列
伝
」
）
。
r
明
月
記
J
に
は
、
「
親
雅
季
経
謹
言
被
信
用
、
被
処

理
、
賢
人
也
、
公
卿
也
、
可
信
可
貴
、
甚
無
益
之
世
也
」
　
（
正
治
二
年
四
月
九

日
鹸
「
今
度
漏
人
衆
云
〝
、
於
事
懐
恐
、
是
只
貧
窮
無
流
無
吹
挙
之
人
、
一

有
和
漢
輩
之
故
欺
、
如
露
薄
氷
」
　
（
建
仁
二
（
一
二
〇
二
）
年
三
月
八
H
条
）
、
　
1
5

「
近
日
家
長
等
誓
、
天
気
不
快
事
等
多
被
告
示
、
予
諺
御
点
歌
等
、
歌
善
悪
－

一
身
弁
存
之
由
有
誇
張
之
気
云
々
」
　
（
元
久
元
八
一
二
〇
四
）
年
八
月
二
十
二

日
条
）
な
ど
、
他
人
の
コ
翠
言
」
を
懸
念
す
る
記
事
が
見
ら
れ
る
。

翌
月
の
通
親
家
影
供
歌
合
に
参
加
を
要
請
さ
れ
た
際
に
も
、
定
家
は
、

～

く

く

E

E

r

〉

〉

～

八
日
、
天
晴
、
病
気
弼
増
無
為
方
、
内
府
影
供
送
題
被
貫
、
先
度
巳
意
趣

等
用
憩
涙
封
言
、
重
臣
之
條
、
殊
無
由
・
案
之
甚
以
無
益
、
剰

可
漁
父
之
訓
、
成
時
許
扶
重
病
向
権
門
、
…
（
後
略
）
…

＊
r
明
月
記
抄
出
j
で
は
「
巳
」
　
の
字
が
「
之
」
。

（
明
月
記
　
正
治
二
年
十
一
月
八
日
条
）

と
、
自
分
を
誹
諾
す
る
「
凶
人
」
　
の
存
在
を
記
し
、
し
ぶ
し
ぶ
赴
い
て
い
る
。



（6）

定
家
は
、
「
世
の
清
濁
に
順
応
し
て
生
き
る
隠
者
の
処
世
観
」
を
意
味
す
る
こ
の

教
え
を
想
起
し
な
が
ら
、
通
親
に
対
す
る
鬱
憤
を
紛
ら
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
十
月
十
三
日
、
定
家
は
、
家
長
か
ら
「
初
冬
」
　
の
歌
が
後
鳥
羽
院
の

「
叡
感
」
を
得
た
こ
と
を
伝
え
ら
れ
た
。

…
…
兵
衛
大
夫
家
長
示
送
云
、
矧
叫
矧
引
討
殊
有
匿
、
矧
劇
創
刊
、

召
寄
被
定
勝
云
々
、
存
外
両
日
也
、
但
狂
歌
也
、
不
慮
御
感
、
可
謂
冥
加
、

こ
の
こ
ろ
の
冬
の
日
か
す
の
春
な
ら
は

（7）

谷
の
ゆ
き
け
に
う
く
ひ
す
の
声

此
歌
頗
可
叶
時
俵
之
由
、
内
心
存
之
、
果
以
如
此
、
自
愛
者
也
、
入
夜
静

間
梨
来
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
月
記
　
正
治
二
年
十
月
十
三
日
条
）

定
家
は
、
後
鳥
羽
院
が
負
判
で
あ
っ
た
「
初
冬
」
　
の
歌
を
わ
ざ
わ
ざ
勝
判
に

改
め
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
に
、
「
存
外
面
目
也
」
　
「
不
慮
御
感
、
可
謂
冥
加
」

と
喜
ん
で
い
る
。

波
線
部
が
こ
の
歌
に
対
す
る
定
家
の
自
注
で
あ
る
。
先
ず
、
こ
の
自
注
の
意

味
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

二
　
定
家
の
自
注
（
「
狂
歌
・
叶
時
儀
」
）
に
つ
い
て

こ
の
「
但
狂
歌
也
」
と
い
う
自
注
は
、
単
な
る
謙
辞
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

コ
ハ
百
番
歌
合
」
俊
成
判
（
恋
七
七
番
寄
海
恋
）
に
は
、
「
優
艶
味
の
欠
け
る

（8）

卑
俗
な
歌
や
滑
稽
語
謹
な
歌
」
を
「
狂
歌
体
」
と
称
す
る
例
が
あ
り
、
「
狂
歌
」

は
和
歌
へ
の
注
釈
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

定
家
の
歌
は
、
〔
歌
病
〕
と
　
〔
題
詠
歌
〕
　
の
点
で
、
歌
合
の
歌
と
し
て
問

題
の
あ
る
歌
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
具
体
的
に
指
摘
し
て
み
た
い
。

〔
歌
病
〕

定
家
の
歌
に
「
の
」
字
が
六
度
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
遍
身
病
」
　
（
蜂

腰
・
鶴
腰
痛
）
と
呼
ば
れ
る
歌
病
に
あ
た
る
。
定
家
は
、

鐘
の
こ
ゑ
鴫
の
羽
を
と
も
あ
は
れ
也
野
寺
の
霧
の
明
が
た
の
空

（
千
五
百
番
歌
合
　
秋
四
　
七
百
五
十
七
番
　
右
持
家
隆
一
五
一
三
）

を
「
う
る
ほ
し
く
い
ひ
く
だ
し
て
は
侍
れ
ど
」
と
評
し
、
「
の
」
字
の
連
続
に

ょ
っ
て
生
じ
る
な
だ
ら
か
な
声
調
美
を
一
応
認
め
な
が
ら
、
「
基
俊
は
鶴
膝
蜂

腰
病
な
ど
だ
に
申
て
侍
る
に
、

右
歌
、
の
、
字
六
か
さ
な
り
て
侍
や
あ
ま
り
に

侍
ら
ん
」
と
難
じ
、
負
判
に
し
た
。
六
度
の
使
用
は
許
容
限
度
を
超
え
る
よ
う
　
用

で

あ

る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

〔
題
詠
歌
〕

本
歌
合
に
お
け
る
他
歌
人
の
「
初
冬
」
詠
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
初
冬
」
の

典
型
的
な
景
物
は
、

は
つ
ふ
ゆ

木
が
ら
し
の
お
と
に
て
秋
は
過
ぎ
に
L
を
今
も
梢
に
た
え
ず
ふ
く
風

（
古
今
和
歌
六
帖
　
二
〇
八
）

神
無
月
ふ
り
み
ふ
ら
ず
み
さ
だ
め
な
き
時
雨
ぞ
冬
の
は
じ
め
な
り
け
る

（
古
今
和
歌
六
帖
　
二
〇
九
。
＝
後
撰
集
　
冬
　
不
知
　
四
四
五
。

和
漢
朗
詠
集
　
「
初
冬
」
三
五
五
）



百
首
歌
中
に
冬
の
は
じ
め
の
心
を
よ
め
る

さ
む
か
ら
ば
よ
る
は
き
て
ね
よ
み
や
ま
ど
り

い
ま
は
こ
の
は
も
あ
ら
し
ふ
く
な
り

（
三
奏
本
金
菜
集
　
冬
　
渡
重
之
　
二
七
〇
）

堀
河
院
御
時
、
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
、
初
冬
の
心
を

よ
み
侍
り
け
る

昨
日
こ
そ
秋
は
く
れ
し
か
い
つ
の
ま
に

い
は
ま
の
水
の
う
す
ご
は
る
ら
ん

（
千
載
集
　
冬
（
巻
頭
）
公
実
　
三
八
七
）

（
百
首
歌
め
し
け
る
時
、
初
冬
の
心
を
よ
ま
せ
給
う
け
る
）

さ
ま
ざ
ま
の
草
葉
も
い
ま
は
霜
が
れ
ぬ

野
べ
よ
り
冬
や
た
ち
て
き
つ
ら
ん

（
同
　
大
炊
御
門
右
大
臣
　
三
九
一
）

の
よ
う
に
、
「
風
」
「
時
雨
」
「
落
葉
」
「
薄
氷
」
「
霜
（
枯
れ
）
」
な
ど
で
あ
っ
た
。

鴬
が
、
冬
の
問
、
谷
に
隠
れ
て
い
て
、
谷
か
ら
聞
こ
え
る
鴬
の
声
に
春
の
到

来
を
知
る
と
い
う
発
想
は
、
「
う
ぐ
ひ
す
の
谷
よ
り
い
づ
る
こ
ゑ
な
く
は
春
く

る
こ
と
を
た
れ
か
し
ら
ま
し
」
　
（
古
今
集
　
春
上
　
大
江
千
里
一
四
）
な
ど
の

歌
で
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
「
初
冬
」
題
で
　
「
鴬
」
を
詠
じ
る
定
家
詠
は
、
奇
異

な
印
象
を
与
え
る
歌
で
あ
る
。

久
保
田
淳
氏
は
、
こ
の
定
家
の
歌
を
「
こ
の
小
春
日
和
の
冬
の
何
日
か
が
本

当
の
春
な
ら
ば
、
谷
の
雪
も
消
え
て
鴬
の
声
が
聞
え
る
だ
ろ
う
」
と
訳
し
、
参

考
と
し
て
、
r
和
漢
朗
詠
集
」
所
収
の
次
の
漢
詩
句
を
掲
げ
て
い
る
（
r
訳
注

藤
原
定
家
全
歌
集
　
上
し
河
出
書
房
新
社
　
昭
六
〇
）
。

こ

と

む

な

　

　

　

　

　

　

　

　

か

け

　

　

　

　

う

る

は

十
月
江
南
天
気
好
し
　
憐
れ
む
べ
し
冬
の
黄
の
春
に
似
て
華
し
き
こ
と
を

十
月
江
南
天
気
好
　
可
憐
冬
景
似
春
華

（
「
初
冬
」
白
楽
天
　
三
五
二
　
引
用
は
日
本
古
典
文
学
大
系
）

「
十
月
は
小
春
の
天
気
、
革
も
青
く
な
り
、
梅
も
つ
ぼ
み
ぬ
」
　
（
徒
然
草
一
五

五
段
　
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
と
は
言
う
も
の
の
、
問
題
の
定
家
詠
は
、
春

に
な
っ
た
ら
谷
の
雪
が
解
け
、
鴬
の
声
が
聞
こ
え
る
と
願
い
つ
つ
も
、
冬
、
雪

に
覆
わ
れ
た
谷
に
籠
も
る
鴬
を
詠
じ
、
長
く
辛
い
冬
を
嘆
く
体
裁
の
歌
で
あ

る
。
定
家
の
歌
は
、
小
春
H
和
の
喜
び
を
詠
じ
た
歌
で
は
な
い
。
　
　
一

「
冬
の
鴬
」
を
詠
む
例
は
少
な
い
。
八
代
集
で
は
、
「
こ
の
月
の
年
の
あ
ま
　
1
7

り
に
た
ら
ざ
ら
ば
う
ぐ
ひ
す
は
は
や
な
き
ぞ
し
な
ま
し
」
（
後
撰
集
冬
不
－

知
　
五
〇
四
）
の
一
首
の
み
で
あ
る
。
こ
の
後
撰
歌
は
、
閏
十
二
月
の
た
め
に

春
の
到
来
が
遅
れ
、
鴬
の
初
音
が
聞
け
な
い
こ
と
を
嘆
く
「
晩
冬
」
　
の
歌
で
、

「
初
冬
」
　
の
定
家
詠
と
は
時
期
は
ず
れ
る
が
、
一
首
が
「
反
実
仮
想
」
　
の
構
成

で
あ
る
点
な
ど
定
家
詠
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
先
例
は
あ
る
が
、
定
家
の
歌
は
、
〔
歌
病
〕
　
と
　
〔
題
詠
歌
〕

の
観
点
か
ら
「
歌
合
の
歌
」
と
し
て
欠
点
の
あ
る
歌
で
あ
る
点
は
否
め
ま
い
。

定
家
は
和
歌
の
伝
統
的
な
表
現
か
ら
や
や
逸
脱
し
た
点
を
「
狂
歌
」
と
自
注
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

定
家
が
「
初
冬
」
題
で
「
鴬
」
を
詠
じ
た
意
図
に
つ
い
て
は
次
節
で
考
察
す



る
こ
と
に
し
、
「
此
歌
頗
可
叶
時
儀
之
由
、
内
心
存
之
」
と
い
う
文
言
に
つ
い

て
の
検
討
に
移
ろ
う
。
こ
れ
が
、
定
家
の
自
信
を
表
す
言
葉
で
あ
る
こ
と
に
間

（9）

違
い
は
な
い
が
、
特
に
傍
線
部
に
注
目
し
て
み
た
い
。

「
時
儀
」
は
、
「
時
期
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
こ
と
。
ほ
ど
よ
い
こ
ろ
あ
い
。
ま

た
、
そ
の
と
き
の
状
勢
や
ぐ
あ
い
」
　
（
F
小
学
館
　
古
語
大
辞
典
」
昭
五
八
）

な
ど
と
説
明
さ
れ
る
。
し
か
し
、
定
家
詠
が
軍
詠
歌
と
し
て
「
初
冬
」
の
時
節

に
は
相
応
し
く
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
　
「
叶
時
俵
」
は
、
「
今

の
時
節
に
ぴ
た
り
で
あ
る
」
　
（
今
川
文
雄
編
訳
「
明
月
記
抄
」
河
出
聖
房
新
社

昭
六
一
）
と
は
解
せ
ま
い
。

佐
藤
進
一
氏
に
拠
れ
ば
、
「
時
宜
（
議
・
儀
）
」
は
「
そ
の
時
々
の
政
治
情
況

（10）

下
に
お
け
る
権
力
者
の
意
志
・
判
断
を
意
味
す
る
」
場
合
も
あ
る
と
い
う
。

r
明
月
記
抄
出
」
　
（
続
群
書
類
従
）
で
は
、
同
日
（
正
治
二
年
十
月
十
三
日
）
条

に
「
定
家
初
冬
歌
叶
時
宜
事
」
と
い
う
小
見
出
し
が
あ
る
が
、
同
様
の
見
出
し

が
、

か
〃
喋
式
か
歌
叶
叡
慮
之
由
。
自
方
々
聞
之
。
道
之
面
目
。
本
意
何
事

過
之
平
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
治
二
年
八
月
二
十
八
日
条
）

と
、
r
正
治
初
度
百
首
」
の
歌
が
後
鳥
羽
院
の
「
叡
感
に
叶
っ
」
た
こ
と
を
喜

ぶ
記
事
に
も
付
せ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
叶
時
宜
」
と
「
叶
叡
慮
」
と
が
同
義
で
使
わ
れ
る
用
例
は
、

廿
一
日
、
天
晴
、
去
夜
夢
人
云
、
故
大
僧
正
御
房
八
苦
水
）
、
又
補
座
主

給
、
心
中
驚
思
申
給
、
詞
云
、
山
門
事
衆
徒
濫
訴
等
、
惣
不
可
申
沙
汰
、

只
時
々
可
然
物
、
懐
中
持
参
許
也
云
々
、
此
事
殊
叶
叡
慮
、
快
然
之
由
人

語
之
、
愚
意
此
事
叶
時
俵
欺
由
聞
之
、
（
其
事
猶
承
久
以
前
之
朝
と
思
、

但
当
時
座
主
巳
被
止
職
由
聞
之
也
、
）
又
心
中
存
之
、
一
昨
日
定
修
雉
安

堵
述
懐
等
示
送
、
有
此
事
欺
、
若
有
一
分
恩
願
欺
、
可
相
待
哉
、
又
不
然

者
、
思
切
可
赴
他
方
欺
由
、
窺
思
之
、
依
奇
思
記
之
…
（
後
略
）
…

（
明
月
記
　
素
禄
二
（
一
二
二
六
）
年
九
月
二
十
一
日
条
）

一

H

l

に
も
見
ら
れ
る
。

問
題
の
「
時
俵
」
も
「
叡
慮
」
と
同
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
定
家
は
、

後
鳥
羽
院
の
「
叡
慮
」
に
叶
う
よ
う
に
詠
作
し
、
そ
の
歌
が
後
鳥
羽
院
に
認
め

ら
れ
た
こ
と
を
「
果
以
如
此
、
自
愛
者
也
」
と
喜
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
　
一

そ
れ
で
は
、
定
家
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
奇
矯
な
歌
を
詠
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
　
相

か

。

次

に

定

家

詠

の

表

現

の

検

討

を

試

み

る

。

　

　

　

　

　

　

　

－

三
　
「
谷
の
鴬
」

渡
辺
秀
夫
氏
は
、
和
歌
に
お
け
る
「
谷
の
鴬
」
の
典
拠
に
つ
い
て
和
漢
の
詩

歌
の
用
例
を
博
捜
し
、
「
告
が
谷
を
出
て
い
ち
早
き
春
の
訪
れ
を
報
ら
せ
る
早

春
の
鳥
（
景
物
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
r
毛
詩
」
伐
木
窟
そ
の
も
の
か
ら
直

ち
に
導
か
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
唐
詩
や
、
そ
れ
を
承
け
た
倭
詩
の
世
界
に
広

（12）

く
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る
。

ま
た
、
渡
辺
氏
は
、
大
本
の
典
拠
で
あ
る
「
幽
谷
よ
り
出
で
て
喬
木
に
選
る
」

（
r
毛
詩
」
小
雅
・
伐
木
篇
）
が
「
高
位
に
つ
き
、
出
世
」
す
る
こ
と
の
比
喩



で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
を
承
け
て
白
楽
天
な
ど
の
唐
代
詩
で
も
、
「
谷
を
出
づ

る
鷺
と
い
う
表
現
の
裏
に
、
次
第
に
地
位
、
能
力
の
向
上
す
る
意
、
官
位
の
昇

進
や
進
士
及
第
の
意
味
を
寓
す
る
例
」
が
見
ら
れ
る
な
ど
と
分
析
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
「
谷
の
焉
」
　
の
例
と
し
て
定
家
ら
に
よ
く

知
ら
れ
て
い
た
の
は
次
の
歌
で
あ
ろ
う
。

前
大
納
言
公
任
な
が
た
に
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
こ
も
り
ゐ
け
る
時
、

つ
か
は
し
け
る

た
に
の
と
を
と
ぢ
や
は
て
つ
る
鴬
の
ま
つ
に
お
と
せ
で
春
の
く
れ
ぬ
る

（
千
載
集
　
雑
中
　
道
長
一
〇
六
一
）

こ
の
歌
は
、
r
拾
遺
和
歌
集
」
　
（
維
春
一
〇
六
四
。
結
句
「
は
る
も
す
ぎ

ぬ
る
」
）
、
コ
二
奏
本
金
葉
和
歌
集
】
　
（
雑
上
　
五
〇
八
）
に
も
入
集
し
て
い
る
。

r
拾
遺
和
歌
集
」
に
は
、
公
任
の
返
歌
「
ゆ
き
か
へ
る
春
を
も
し
ら
ず
花
さ
か

ぬ
み
山
が
く
れ
の
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
」
　
（
雑
春
　
公
任
一
〇
六
五
）
も
採
録

さ
れ
て
い
る
。

公
任
が
「
長
谷
」
に
籠
も
っ
た
の
は
、
藤
原
芳
信
に
位
階
を
越
え
ら
れ
た
か

ら
で
（
御
堂
関
自
記
）
、
道
長
は
公
任
を
「
谷
の
戸
を
閉
じ
て
籠
も
っ
た
鴬
」

、〓－

に
喩
え
て
慰
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

r
清
捕
集
」
に
は
、

讃
岐
院
に
加
階
の
ぞ
み
申
す
こ
と
侍
り
け
る
が
、
二
と
せ

三
と
せ
過
ぎ
に
け
れ
ば
、
し
は
す
の
廿
日
あ
ま
り
の
比
は

ひ
、
よ
み
て
奉
り
け
る

く
ら
ゐ
山
谷
の
鴬
人
し
れ
ず
ね
の
み
な
か
る
る
春
を
ま
つ
か
な

此
こ
と
鳥
羽
院
に
ま
う
さ
せ
給
ひ
け
れ
ば
、
歌
の
あ
は
れ
に
と

て
た
ま
は
り
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
述
懐
　
四
〇
五
）

と
、
加
階
を
待
望
す
る
清
輔
が
崇
徳
院
へ
愁
訴
し
た
述
懐
歌
が
あ
る
。
活
輔
は
、

r
袋
草
紙
」
で
、
こ
の
述
懐
歌
に
よ
っ
て
昇
進
し
た
喜
び
を
「
明
年
御
給
所
レ
給

也
。
競
望
人
有
こ
英
数
一
。
而
仰
云
、
依
レ
優
こ
和
歌
五
二
活
輔
－
云
々
。
何
面
目

如
レ
之
哉
。
…
…
」
　
（
藤
岡
忠
美
・
芦
田
耕
「
西
村
加
代
子
・
中
村
康
夫

r
袋
草
紙
考
証
　
雑
談
窟
」
和
泉
昏
院
　
平
三
）
と
書
き
記
し
て
い
る
。

時
代
は
下
る
が
、

前
参
議
に
て
と
し
ひ
さ
し
く
侍
り
L
が
、
還
任
の
こ
ろ
、

鴬
を
よ
み
侍
り
け
る

谷
か
げ
に
あ
ら
は
れ
そ
む
る
鴬
の
お
な
じ
ふ
る
す
に
ね
こ
そ
な
か
る
れ

（
続
千
載
集
　
雑
上
　
為
藤
　
〓
ハ
四
三
）

と
い
う
歌
も
あ
り
、
為
藤
は
参
議
に
「
還
任
」
し
た
自
分
を
谷
陰
に
現
れ
た
鴬

に
喩
え
て
い
る
。

「
谷
に
籠
も
る
鴬
」
は
、
「
谷
の
埋
も
れ
木
」
と
同
じ
く
、
沈
治
す
る
こ
と

を
比
喩
的
に
表
す
表
現
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
「
和
漢
朗
詠
集
」
に
は
、

鶏
す
で
に
鳴
い
て
忠
臣
且
を
待
つ
　
鴬
い
ま
だ
出
で
ず
し
て
遺
賢
谷
に

在
り
　
鶏
既
鳴
今
忠
臣
待
旦
　
焉
未
出
今
遺
賢
在
谷

（
春
上
　
焉
　
鳳
為
王
蹴
　
六
三
）
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と
い
う
茨
詩
句
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
r
和
漢
朗
詠
集
永
済
注
」
　
で
は
、
「
ウ

ク
ヒ
ス
ノ
、
谷
ニ
ア
リ
テ
、
イ
テ
モ
ヤ
ラ
ヌ
ハ
、
賢
人
ノ
山
こ
コ
モ
リ
テ
、
出

モ
、
ツ
カ
へ
ヌ
ニ
テ
ナ
ム
ア
ル
」
　
（
伊
藤
正
義
　
黒
田
彰
編
著
r
和
漢
朗
詠
集

古
注
釈
集
成
　
第
三
巻
」
大
学
堂
古
店
　
平
成
元
）
と
注
さ
れ
、
「
谷
の
焉
」

は
「
隠
遁
す
る
賢
人
」
　
の
比
喩
で
も
あ
っ
た
。

『
新
古
今
和
歌
集
」
に
は
、

う
ぐ
ひ
す
を

谷
ふ
か
み
春
の
光
の
お
そ
け
れ
ば
雪
に
つ
つ
め
る
鴬
の
声

（
雑
上
　
道
真
一
四
四
二

（14）

と
い
う
道
真
の
述
懐
歌
が
あ
り
、
久
保
田
淳
氏
は
、
そ
の
寓
意
を
「
『
谷
」
や

冒
ヨ
」
は
不
遇
な
環
境
、
r
春
の
光
」
は
君
の
恩
寵
、
r
う
ぐ
ひ
す
j
は
才
能
あ

る
人
物
（
自
身
）
の
暗
喩
と
解
さ
れ
て
い
た
か
」
　
（
日
本
古
典
集
成
r
新
古
今
和

歌
集
　
下
し
新
潮
社
　
昭
五
四
）
と
注
し
て
い
る
。

「
初
冬
」
題
で
あ
え
て
「
谷
に
冬
籠
も
る
鴬
」
を
詠
じ
た
定
家
に
は
、
「
こ

の
ご
ろ
の
…
…
」
　
の
歌
で
、
沈
輸
す
る
身
を
述
懐
愁
訴
し
、
官
位
の
昇
進
を
期

待
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
歌
合
か
ら
二
週
間
後
、
京
官
の
除
目
が
行
わ
れ
た
。

廿
六
口
］
、
天
晴
、
今
口
］
京
官
除
目
云
々
、
耳
殊
冷
然
、
扶
病
午
時
許
参
院
、

公
活
、
親
実
、
有
通
等
参
会
、
申
時
許
退
出
、
入
夜
沐
浴
、
始
精
進
也
、

心
神
殊
悩
、
四
旬
衰
髪
、
病
輿
愁
計
会
、
旦
幕
営
世
路
、
可
弾
指
々
々
、

（
明
月
記
　
正
治
二
年
十
月
二
十
六
日
条
）

定
家
は
、
除
目
に
関
し
て
は
　
「
耳
殊
冷
然
」
と
落
胆
し
て
い
た
。
「
四
旬
衰

壁
、
病
輿
愁
計
会
」
は
、

薪
諷
た
る
涼
風
と
悸
髪
と
　
誰
か
計
合
し
て
一
時
に
秋
な
ら
し
む
る

茄
諷
涼
風
与
悸
嚢
　
誰
教
計
会
一
時
秋

＊
大
系
頭
註
…
私
注
以
下
諸
本
「
棒
」
を
「
衰
」
に
作
る
。

（
和
漢
朗
詠
集
　
立
秋
　
白
楽
天
　
二
〇
四
）

に
拠
る
も
の
で
、
定
家
は
、
老
い
と
病
気
と
沈
治
の
愁
い
を
抱
え
、
「
世
路
」

（
世
渡
り
の
道
）
に
励
む
自
分
に
や
り
き
れ
な
い
気
持
ち
で
い
る
。
白
楽
天
と

同
じ
く
、
ま
さ
に
人
生
の
「
秋
」
を
実
感
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
定
家
は
、
文
治
五
（
一
一
八

九
）
年
に
左
近
衛
椎
少
将
に
任
じ
ら
れ
て
以
来
、
な
が
ら
く
そ
の
官
職
に
留
ま

り
、
位
階
も
、
建
久
六
（
一
一
九
五
）
年
正
月
五
H
に
従
四
位
上
に
任
ぜ
ら
れ

て
か
ら
昇
進
の
音
沙
汰
は
な
く
、
不
遇
感
に
苛
ま
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
翌
日
、
定
家
は
、
丹
後
か
ら
正
四
位
下
に
昇
進
し
た
こ
と

に
対
す
る
慶
賀
の
詞
を
伝
え
ら
れ
、
昇
進
の
事
実
を
知
っ
た
。

廿
七
日
、
陰
、
朝
雨
降
甚
泣
、
巳
時
日
女
房
丹
州
許
示
送
慶
神
妙
之
由
、

驚
而
相
尋
其
事
之
処
、
叙
一
階
云
々
、
以
忠
弘
伺
出
聞
書
披
見
、
巳
載
名

字
、
此
條
於
今
者
非
沙
汰
之
限
、
又
有
所
存
、
無
本
望
、
然
而
内
外
冥
顕

〓
一
口
不
出
望
預
朝
恩
、
叡
慮
之
趣
、
極
以
泰
、
御
好
道
之
間
、
述
懐
歌
猶

有
憐
懲
欺
、
於
事
存
外
、
是
以
遠
也
、
相
扶
咳
病
参
上
、
…
（
後
略
）
…

（
明
月
記
　
正
治
二
年
十
月
二
十
七
日
条
）
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そ
し
て
、
こ
の
昇
進
が
後
鳥
羽
院
の
「
叡
慮
」
　
に
拠
る
も
の
で
、
和
歌
に
御

執
心
の
上
皇
が
述
懐
歌
に
「
憐
慰
」
　
の
情
を
寄
せ
た
か
ら
だ
と
推
測
し
た
。

後
鳥
羽
院
が
「
憐
懲
」
を
寄
せ
た
と
い
う
述
懐
歌
に
つ
い
て
、
山
崎
桂
子
氏

は
、
「
正
治
初
度
百
首
し
　
の
「
鳥
」
題
詠
、

宿
に
な
く
や
こ
ゑ
の
鳥
は
し
ら
じ
か
し
お
き
て
か
ひ
な
き
あ
か
月
の
露

（
「
鳥
」
一
三
九
四
）

て
な
れ
つ
つ
す
ゑ
の
を
た
の
む
は
し
鷹
の

君
の
御
代
に
ぞ
あ
は
ん
と
お
も
ひ
し
　
（
「
鳥
」
一
三
九
五
）

い
か
に
せ
ん
つ
ら
み
だ
れ
に
し
雁
が
ね
の

た
ち
ど
も
し
ら
ぬ
秋
の
こ
こ
ろ
を
　
（
「
鳥
」
一
三
九
七
）

（15｝

を
挙
げ
て
い
る
。

「
述
懐
歌
猶
有
憐
愁
欺
」
は
、
r
正
治
初
度
百
首
L
で
内
昇
殿
を
許
さ
れ
た

と
き
の
　
「
夜
部
歌
之
中
有
地
下
述
懐
、
忽
有
憐
慰
欺
」
　
（
明
月
記
　
正
治
二
年

八
月
二
十
六
日
条
）
と
い
う
表
現
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
後
鳥
羽
院
が
愁
訴

を
認
め
て
く
れ
た
こ
の
　
「
鳥
」
題
へ
の
思
い
入
れ
は
深
い
も
の
が
あ
っ
た
ろ

（16）う
。
一
方
、
本
稿
で
検
討
し
た
、
定
家
が
「
時
儀
（
叡
慮
）
」
　
に
叶
う
よ
う
に

詠
作
し
、
後
鳥
羽
院
の
「
叡
感
」
　
「
不
慮
御
感
」
　
に
あ
ず
か
っ
た
「
初
冬
」
の

述
懐
詠
も
、
定
家
に
と
っ
て
は
、
感
慨
深
い
歌
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

定
家
は
、
官
位
昇
進
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
と
り
、
和
歌
で
の
愁
訴

（17）

も
そ
の
一
手
段
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
定
家
の
述
懐
歌
の
中
に
は
、

い
く
か
へ
り
春
を
ば
よ
そ
に
む
か
へ
つ
つ

お
く
る
年
の
み
身
に
つ
も
る
ら
ん

（
正
治
初
皮
百
百
　
冬
一
三
七
三
）

春
し
ら
ぬ
た
ぐ
ひ
を
と
へ
ば
み
か
さ
山
こ
の
比
ふ
か
き
雪
の
む
も
れ
木

（
老
若
五
十
首
歌
合
　
百
九
十
三
番
　
左
　
勝
　
三
八
五
）

と
と
せ
あ
ま
り
三
と
せ
は
ふ
り
ぬ
よ
る
の
し
も

お
き
ま
よ
ふ
袖
に
春
を
へ
だ
て
て

（
同
　
二
百
三
十
三
番
　
左
　
負
　
四
六
五
）

な
ど
と
、
春
（
＝
後
鳥
羽
院
の
御
代
）
と
は
無
縁
の
我
が
身
の
不
遇
を
強
調
す

る
、
当
該
の
定
家
詠
と
類
想
の
歌
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
「
ひ
か
り
な
き
谷
に

は
春
も
よ
そ
な
れ
ば
さ
き
て
と
く
ち
る
物
思
ひ
も
な
し
」
　
（
古
今
　
雑
下
　
清
　
2
1

原
探
養
父
九
六
七
）
に
も
見
ら
れ
る
常
套
的
な
発
想
で
あ
る
が
、
官
位
の
昇
－

進
を
熱
望
す
る
定
家
は
、
r
正
治
初
度
百
首
」
　
「
鳥
」
題
の
愁
訴
に
引
き
続
き
、

「
初
冬
」
　
の
「
鴬
」
に
よ
っ
て
「
述
懐
」
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

四
　
後
鳥
羽
院
の
　
「
叡
感
」

し
か
し
、
後
鳥
羽
院
は
、
「
こ
の
ご
ろ
の
…
…
」
　
の
歌
を
、
定
家
の
沈
沿
意

識
が
反
映
し
た
歌
と
し
て
の
み
解
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
。
思
う
に
ま
か

せ
ぬ
状
況
認
識
は
院
自
身
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。

建
仁
元
年
、
伊
勢
大
神
宮
に
奉
納
さ
れ
た
百
首
の
中
に
、

お
も
ふ
べ
し
く
だ
り
は
て
た
る
世
な
れ
ど
も



神
の
ち
か
ひ
ぞ
猶
も
く
ち
せ
ぬ

（
後
鳥
羽
院
御
集
　
内
宮
百
首
　
雑
部
八
百
首
）
の
末
尾
　
三
〇
〇
）

む
か
し
に
は
神
も
ほ
と
け
も
か
は
ら
ぬ
を

…
…
巷
説
、
京
中
騒
動
、
衆
口
狂
乱
、
院
中
又
物
思
、
新
大
将
猶
恐
世
間

云
々
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
　
同
年
同
月
二
十
六
日
条
）

00

く
だ
れ
る
世
と
は
大
町
こ
こ
引
ぞ

（
同
　
外
宮
百
首
　
雑
部
の
冒
頭
　
三
八
一
）

と
い
う
、
治
天
の
君
と
し
て
の
院
の
憂
悶
の
情
を
伝
え
る
歌
が
見
ら
れ
る
。

寺
島
恒
世
氏
は
、
こ
れ
ら
の
歌
は
、

…
…
世
間
狂
言
逐
日
吸
々
、
院
中
警
固
如
軍
陣
云
々
、

（
同
　
同
年
同
月
二
十
八
日
条
）

…
…
梶
原
景
時
豪
頼
家
中
将
勘
当
逐
電
之
問
、
天
下
可
警
衛
之
由
沙
汰

0　0

よ
の
中
は
く
だ
り
は
て
ぬ
と
い
ふ
こ
と
や

た
ま
た
ま
人
の
ま
こ
と
な
る
ら
む

（
秋
篠
月
活
集
　
治
承
題
百
首
　
述
懐
　
四
八
五
）

を
踏
ま
え
た
も
の
で
、
「
良
経
の
見
取
っ
た
図
式
に
こ
と
ば
を
当
て
は
め
て
み

（18）

る
と
こ
ろ
に
主
要
な
狙
い
が
あ
っ
た
」
と
分
析
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
後
鳥
羽
院
は
、
「
現
実
の
幕
府
体
制
を
否
認
す
る
の
で
な
く
、

そ
れ
を
容
認
し
た
上
で
、
制
御
し
て
ゆ
こ
う
と
」
す
る
「
公
武
融
和
」
を
目
指

（

1

9

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

釣

）

し
、
「
文
化
的
な
統
合
を
試
み
」
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
、
正
治
元
年
正
月
十
三
日
に
頼
朝
が
死
去
し
て

後
、
院
周
辺
に
は
、
不
穏
な
状
況
が
う
ち
続
い
て
勃
発
し
て
い
た
の
で
あ

（21）る
。

之
、
又
申
院
云
々
、
依
之
世
間
頗
物
思
欺
、
…
（
後
略
）
…

（
同
　
正
治
二
年
正
月
二
十
九
日
条
）

慈
円
が
「
マ
コ
ト
ニ
ハ
、
末
代
悪
世
、
武
士
ガ
世
こ
ナ
リ
パ
テ
、
末
法
ニ
モ

イ
リ
ニ
タ
レ
バ
…
…
」
　
（
愚
管
抄
　
巻
第
七
　
日
本
古
典
文
学
大
系
）
と
嘆
く

よ
う
に
、
末
法
思
想
の
信
じ
ら
れ
て
い
た
時
代
に
お
い
て
、
「
く
だ
り
は
て
た

る
世
」
「
く
だ
れ
る
世
」
と
い
う
認
識
は
、
切
実
な
問
題
で
あ
る
。

ま
た
、
為
政
者
と
し
て
の
後
鳥
羽
院
の
苦
慮
は
、
と
き
に
通
親
に
起
因
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
。

十
三
日
、
雨
降
、
依
所
労
不
出
仕
、
午
時
許
開
書
到
来
、
除
目
偏
出
自
叡

慮
云
々
、
建
久
之
間
、
入
道
殿
下
御
直
言
不
叶
時
儀
、
時
移
之
後
、
至
干

22
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．
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…
…
又
巷
説
云
、
院
中
物
思
、
上
辺
有
兵
革
之
疑
、
御
祈
千
薔
被
引
神
馬
、

新
大
将
籠
候
御
所
不
出
里
亭
、
是
有
事
故
云
々
、
…
…

（
明
月
記
　
正
治
元
年
正
月
二
十
二
日
条
）

去
年
猶
内
府
執
権
、
悍
思
食
之
問
、
除
目
之
面
猶
尋
常
、
於
今
権
門
女
房

偏
以
申
行
、
殿
下
御
力
不
及
欺
、
後
竪
可
祉
者
也
…
（
後
略
）
…

（
明
月
記
　
建
仁
三
年
正
月
十
三
日
条
）

と
、
定
家
は
、
院
が
通
親
を
帰
っ
て
除
目
を
思
い
通
り
に
行
え
な
か
っ
た
と
回

（2）

想
し
て
い
る
。

春
の
到
来
を
告
げ
る
鴬
は
、
同
時
に
、



鴬
も
千
世
を
や
契
る
年
を
経
て
か
は
ら
ぬ
声
に
春
を
つ
ぐ
ら
ん

（
千
五
百
番
歌
合
　
春
一
二
十
番
右
勝
俊
成
　
四
〇
1

玉
葉
集
　
春
上
　
三
七
）

榊
ふ
く
は
つ
春
風
に
さ
そ
ほ
れ
て
千
世
を
こ
め
た
る
う
ぐ
ひ
す
の
声

（
後
鳥
羽
院
御
集
　
賀
茂
下
社
三
十
首
御
全
　
容
一
二
五
九
）

と
、
治
世
の
恒
久
を
言
祝
ぐ
瑞
鳥
で
も
あ
る
。
そ
の
鴬
が
、
谷
に
籠
も
り
鳴
か

な
い
　
「
冬
の
日
か
ず
」
は
、
為
政
者
と
し
て
の
苦
悩
を
背
負
う
後
鳥
羽
院
の
現

状
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
。

院
は
、
定
家
の
歌
を
、
単
に
沈
姶
述
懐
の
歌
と
し
て
解
し
た
の
で
は
な
く
、

為
政
者
と
し
て
の
自
身
の
現
状
認
識
を
見
透
か
し
、
そ
れ
を
形
象
化
し
た
歌
と

し
て
捉
え
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
の
驚
き
が
、
後
鳥
羽
院
を
し
て
、
負
判
を
勝
判
に
改
め
さ
せ
る
と
い
う
、

あ
る
意
味
、
専
制
的
な
振
る
舞
い
に
走
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
後
年
、
院
は
、

け
ふ
ま
で
は
心
の
う
ち
に
な
げ
く
よ
を

い
か
で
し
る
夜
の
月
ぞ
あ
や
し
き

（
後
鳥
羽
院
御
集
　
承
元
二
二
二
〇
八
）
年
　
内
宮
三
十
首
　
雑
　
三
一
七
四
）

と
、
包
み
隠
し
て
き
た
為
政
者
と
し
て
苦
悩
を
見
抜
か
れ
た
驚
き
を
詠
じ
て
い
る
。

問
題
の
歌
を
定
家
自
身
の
沈
輪
意
識
の
反
映
し
た
歌
と
し
て
と
ら
え
る
な
ら

ば
、
「
此
歌
頗
可
叶
時
俵
之
由
、
内
心
存
之
」
と
い
う
文
言
は
、
「
述
懐
歌
」

云
）

を
好
む
と
い
う
後
鳥
羽
院
の
好
尚
を
定
家
が
見
越
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
そ
の
よ
う
な
見
通
し
を
定
家
が
持
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か

し
、
「
果
以
如
此
、
自
愛
者
也
」
と
喜
ぶ
定
家
に
は
、
治
天
の
君
と
し
て
苦
悩

す
る
院
の
「
叡
慮
」
を
も
形
象
化
し
、
そ
の
歌
が
院
の
「
叡
感
」
に
あ
ず
か
っ

た
と
い
う
出
来
事
を
記
録
し
て
お
こ
う
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

お
わ
り
に

「
叡
感
」
の
よ
う
な
和
歌
賞
詞
に
つ
い
て
、
後
鳥
羽
院
の
「
定
家
推
賞
」
の

（24）

側
面
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
は
間
違
い
で
は
な
い
の
だ
が
、

質
讃
す
る
こ
と
に
は
、
後
鳥
羽
院
が
自
身
の
和
歌
好
尚
を
広
く
喧
伝
す
る
た
め

の
行
為
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
。
そ
の
点
で
「
此
歌
頗
可
叶
時
儀
之
由
、
内
心
一

存
之
」
は
、
定
家
が
後
鳥
羽
院
の
好
尚
を
喝
破
し
た
詞
と
し
て
注
E
さ
れ
る
の
　
2
3

で

あ

る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

和
歌
賞
詞
（
合
点
や
判
詞
も
含
む
）
な
ど
、
定
家
ら
が
注
目
し
た
後
鳥
羽
院

の
一
つ
一
つ
の
言
動
・
行
為
の
意
義
を
今
後
も
問
い
直
し
て
い
き
た
い
。

＊
和
歌
・
判
詞
の
引
用
は
、
「
新
編
国
歌
大
観
J
　
（
角
川
書
店
　
昭
五
八
～
）
、

小
西
甚
一
r
新
校
　
六
百
番
歌
合
し
　
（
有
精
堂
　
昭
五
一
）
、

有
吉
保
r
千
五
百
番
歌
合
の
校
本
と
そ
の
研
究
」
　
（
風
間
書
房
　
昭
四

三
）
に
拠
っ
た
。
濁
点
・
句
読
点
・
傍
線
な
ど
は
適
宜
補
っ
た
。

注

（
1
）
r
万
代
和
歌
集
」
（
雑
二
　
三
〇
四
型
、
r
耗
後
挟
和
歌
集
」
（
雑
中
　
二
一
八
）
に

も
入
集
し
た
。
r
続
歌
仙
落
昏
」
で
、
四
首
挙
げ
ら
れ
た
知
家
の
歌
の
一
首
。
r
井
蛙



抄
」
　
（
巻
第
六
）
で
は
、
「
古
今
著
聞
葉
j
と
同
筋
の
話
を
「
閃
伽
井
宮
御
物
譜
云
」
と

し
て
引
用
し
て
い
る
。

（
2
）
①
の
み
、
主
体
が
後
白
河
院
で
、
②
以
下
は
す
べ
て
後
鳥
羽
院
の
も
の
。
（
　
）
　
の
中

は
関
連
事
項
。

①
文
治
四
・
四
二
一
十
二
「
叙
感
」
　
（
千
載
和
歌
鮨
奏
覧
）
、
②
正
治
二
・
八
二
一
十
八

「
叶
叡
慮
」
　
（
正
治
初
度
百
首
）
、
③
正
治
二
・
九
・
八
「
御
感
」
　
（
正
治
初
段
百
首
）
、

◎
正
治
二
・
十
・
十
三
「
叡
感
」
「
御
感
」
　
（
通
親
家
影
供
歌
合
）
、
⑤
建
仁
元
二
二
・

二
十
八
「
叶
御
意
」
　
（
新
宮
撰
歌
合
）
、
⑥
建
仁
元
二
二
・
二
十
九
「
叡
感
」
　
（
新
宮
撰

歌
合
）
、
⑦
建
保
二
・
八
二
一
十
七
「
叶
御
辞
亡
　
（
水
無
蘭
殿
撰
歌
合
）
、
⑧
建
保
五
・

四
‥
十
六
「
叡
感
」
（
庚
申
和
歌
会
）
国
正
垣
∵
七
二
手
六
「
叡
慮
」
（
正

治
初
皮
百
首
）
、
正
治
二
・
九
二
二
十
「
御
感
」
　
（
＊
明
月
記
抄
出
　
鴨
長
明
）
、
正
治

二
・
十
二
一
十
七
「
叡
慮
」
、
建
仁
二
・
七
・
二
十
四
「
叡
慮
」
　
（
有
家
の
和
歌
貿
）
、

建
保
元
・
一
・
十
七
「
背
叡
慮
」
　
（
生
涯
詠
歌
二
十
首
）
、
建
保
元
・
七
・
四
「
不
叶
御

者
巴
、
建
保
二
・
八
二
T
T
七
「
叶
叡
慮
」
（
水
無
瀬
殿
撰
歌
合
）
。

（
3
）
谷
山
茂
・
樋
口
芳
麻
呂
編
r
未
刊
　
中
世
歌
合
無
　
上
二
古
典
文
庫
　
昭
三
四
）
「
解

窺
」
。
後
藤
重
郎
r
新
古
今
和
歌
集
の
基
礎
的
研
究
」
　
（
塙
整
序
　
昭
些
ニ
）
第
一
牽
第

二
節
「
和
歌
所
設
置
・
寄
人
任
命
・
撰
者
選
古
さ
。
山
田
昭
仝
「
柿
本
人
麿
影
供
の
成

立
と
展
開
－
仏
教
と
文
学
と
の
接
触
に
視
点
を
置
い
て
ー
」
　
（
r
大
正
大
学
研
究
紀
要
」

第
五
二
輯
　
昭
四
一
二
二
）
。
品
川
和
子
「
源
通
親
に
つ
い
て
ー
そ
の
人
と
作
品
」

（
r
昭
和
女
子
大
学
　
学
苑
」
三
九
〇
昭
四
七
・
六
）
。
橋
本
義
彦
r
人
物
叢
書
　
涯
通

親
」
　
（
吉
川
弘
文
館
　
平
四
）
、
上
野
順
子
「
正
治
・
建
仁
期
の
影
供
歌
合
に
つ
い
て

l
l
⊥
」
御
門
通
観
を
中
心
に
⊥
（
r
和
歌
文
学
研
究
し
六
十
七
号
　
平
成
六
二
）
な
ど
。

（
4
）
注
（
3
）
後
藤
氏
著
六
一
頁
。
「
相
次
向
内
府
芋
、
依
影
供
也
、
毎
月
恒
例
衆
、
極
蛙
難

堪
、
為
追
従
不
能
固
辞
」
　
（
明
月
記
　
正
治
二
・
十
二
・
二
十
六
）
。

（
5
こ
柿
本
影
供
逆
に
は
「
泉
州
（
道
経
稿
者
注
）
依
≡
深
嗜
二
此
道
一
。
執
二
小
銃
子
酒
一
。

入
二
君
鵡
盃
奄
二
机
上
㍉
」
と
あ
る
。

（
6
）
新
釈
漢
文
大
系
　
星
川
清
孝
校
注
r
楚
辞
し
　
（
明
治
者
院
　
昭
四
五
）
二
八
一
考
「
r
明

月
記
」
（
治
承
四
五
年
）
を
読
む
」
（
r
明
月
記
研
究
－
記
録
と
文
学
　
5
号
」
明
月
記

研
究
会
編
平
一
二
二
一
）
治
承
四
年
十
一
月
八
日
条
の
注
解
も
参
照
。

（
7
）
r
拾
遺
愚
草
」
　
（
冬
（
巻
頭
）
二
四
〇
五
）
、
r
夫
木
抄
二
冬
一
初
冬
　
六
三
五
五
）

（
8
）
　
「
和
歌
大
辞
典
」
　
（
明
治
軒
院
　
昭
六
一
）
「
狂
歌
」
　
（
上
條
彰
次
氏
執
筆
）
。

（
9
）
山
崎
桂
子
「
正
治
初
度
百
首
鳥
歌
の
考
撃
－
俊
成
・
定
家
一
紙
両
班
懐
紙
を
中
心
に
l
⊥

（
r
国
文
学
謡
〓
聖
二
四
号
　
平
元
二
二
I
 
r
正
治
百
百
の
研
究
」
勉
誠
出
版

平
一
二
）
、
藤
川
功
和
「
定
家
の
「
明
月
記
」
に
対
す
る
意
識
－
自
作
詩
歌
記
載
の
視

点
か
ら
⊥
（
百
代
中
世
国
文
学
」
1
3
　
広
島
平
安
文
学
研
究
会
　
平
一
「
七
）
。

（
1
0
）
佐
藤
進
一
「
時
宜
（
一
）
」
（
r
こ
と
ば
の
文
化
史
［
中
世
1
］
」
平
凡
社
　
昭
六
三
　
所

収
）
。
r
拾
遺
愚
草
」
所
収
の
r
千
五
百
番
歌
合
」
の
端
作
に
あ
る
「
平
宙
無
先
例
、

如
此
可
事
由
、
内
府
被
披
露
、
仇
随
時
俵
」
と
い
う
自
注
は
こ
の
例
に
な
ろ
う
。
「
井

蛙
抄
」
で
も
「
千
五
百
番
歌
合
の
時
の
御
百
首
に
は
、
此
相
国
（
r
井
蛙
抄
」
の
文
脈

で
は
通
光
）
被
＝
申
行
l
て
端
作
、
陪
二
大
上
皇
仙
洞
一
と
い
ふ
所
を
、
平
容
に
昏
べ
L
と

て
、
み
な
其
儀
に
し
た
が
ふ
。
其
後
は
此
俵
な
し
。
唯
此
一
度
也
」
　
（
日
本
歌
学
大

系
）
と
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
瑞
作
の
作
法
（
「
平
昏
」
）
を
内
府
（
通
親
）
が
公
表
し
、
そ

の
指
示
に
随
っ
た
と
い
う
注
記
で
あ
る
。

（
1
1
）
「
故
大
僧
正
御
坊
」
は
慈
円
。
慈
円
は
建
保
二
（
一
二
一
四
）
六
月
十
日
、
四
度
目
の
座

主
を
辞
し
て
い
る
。
夢
想
の
内
容
は
、
座
主
に
補
せ
ら
れ
た
慈
円
の
、
山
門
の
強
訴

へ
の
対
処
法
が
、
「
此
事
殊
叶
叡
慮
、
快
然
之
由
」
と
あ
る
人
が
語
っ
て
い
る
と
い
う

も
の
。
定
家
は
「
此
事
叶
時
横
欺
」
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

（
1
2
）
「
谷
の
梵
・
歌
と
詩
と
ー
（
典
拠
）
を
め
ぐ
っ
て
」
　
（
r
中
古
文
学
」
第
二
十
一
号
昭

五
三
・
笛
。
1
r
平
安
朝
文
学
と
漢
文
世
界
」
勉
誠
杜
　
平
成
三
　
所
収
）
以
下
、
渡

辺
氏
の
論
文
の
引
用
は
す
べ
て
同
啓
に
拠
る
。

（
1
3
）
上
條
彰
次
梓
旺
r
千
載
和
歌
集
二
和
泉
書
院
　
平
六
）
。

（
1
4
）
定
家
ら
の
許
に
は
道
真
の
歌
集
が
存
在
し
た
。
r
菅
家
御
伝
記
」
「
道
真
公
所
レ
詠
歌
集

24



日
二
菅
家
御
集
一
、
有
二
一
巻
一
」
。
武
井
和
人
氏
は
「
冷
泉
家
蔵
r
集
目
録
」
に
見
え
る

菅
家
」
に
注
目
し
（
r
中
世
和
歌
の
文
献
学
的
研
究
」
笠
間
箔
院
　
平
成
元
　
第
5
輩

「
菅
原
道
真
仮
託
家
集
・
百
首
研
究
序
説
」
）
、
有
吉
保
氏
は
、
「
（
r
新
古
今
和
歌
集
」

に
入
集
し
た
道
真
歌
の
…
稿
者
注
）
撰
者
名
注
記
に
定
家
・
家
隆
・
椎
経
の
名
が
見
え

る
こ
と
か
ら
は
、
道
真
の
小
家
集
が
少
な
く
と
も
撰
集
資
料
と
し
て
共
有
さ
れ
て
い

た
」
と
論
じ
て
い
る
（
r
新
古
今
和
歌
集
の
研
究
　
続
篇
」
笠
間
書
院
　
平
八
　
第
一

章
第
三
節
「
撰
者
と
資
料
一
巻
十
八
雑
歌
下
・
道
真
詠
歌
の
場
合
⊥
）
。

（
1
5
）
山
崎
桂
子
r
正
治
百
首
の
研
究
」
　
（
勉
誠
出
版
　
平
二
一
）
七
八
買
U

（
1
6
）
久
保
田
浮
r
藤
原
定
家
」
　
（
集
英
社
　
昭
五
九
1
ち
く
ま
学
芸
文
庫
　
平
六
）
。
注

（
1
5
）
山
崎
氏
若
宵
第
一
倍
第
四
章
第
三
節
「
定
家
の
鳥
の
歌
」
初
出
は
注
（
9
）
。
「
地

下
述
懐
」
は
、
「
君
が
代
に
霞
を
わ
け
し
あ
し
た
づ
の
さ
ら
に
さ
は
べ
の
ね
を
や
鳴
く

べ
き
」
　
（
正
治
初
度
百
首
「
鳥
」
定
家
三
一
九
六
）
を
指
す
。

（
1
7
）
石
田
書
貞
r
藤
原
定
家
の
研
究
し
　
（
文
雅
堂
書
店
　
昭
三
二
）
二
一
四
頁
～
。

（
1
8
）
「
後
鳥
羽
院
r
内
宮
百
首
」
老
「
奉
納
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
－
」
　
（
片
野
達
郎
稲
r
日

本
文
芸
思
潮
諭
し
桜
楓
社
　
平
三
　
所
収
）
。
寺
島
氏
は
「
良
経
を
は
じ
め
と
す
る
同

時
代
歌
人
の
和
歌
を
摂
取
す
る
と
は
、
今
活
性
化
し
っ
つ
あ
る
歌
増
の
中
で
の
、
各

段
階
に
お
け
る
達
成
を
盛
り
込
む
こ
と
に
は
か
な
ら
な
い
」
と
論
じ
て
い
る
。

（
1
9
）
上
横
手
雅
敬
「
承
久
の
乱
」
　
（
r
岩
波
講
座
　
日
本
歴
史
5
」
岩
波
書
店
　
昭
三
七

一
五
九
頁
）

（
2
0
）
五
味
文
彦
r
明
月
記
の
史
料
学
」
「
後
鳥
羽
院
政
と
定
家
」
　
（
青
史
出
版
　
平
二
一
）
。

（
2
1
）
注
（
3
）
橋
本
氏
著
書
「
第
九
　
続
発
す
る
都
下
騒
擾
」
に
詳
し
い
。

（
2
2
）
往
（
3
）
橋
本
氏
著
啓
一
八
五
頁
。
注
（
2
0
）
五
味
氏
著
啓
な
ど
。
ま
た
、
上
横
手
雅
敬
氏

は
、
通
観
と
承
明
門
院
在
子
と
の
た
だ
な
ら
ぬ
関
係
を
推
定
し
（
愚
管
抄
）
、
「
後
鳥
羽

と
通
親
と
の
協
調
と
対
立
」
の
さ
ま
を
論
じ
て
い
る
（
「
後
鳥
羽
上
皇
の
政
治
と
文
学
」

r
古
代
・
中
世
の
政
治
と
文
化
」
思
文
閣
出
版
　
平
六
　
所
収
）
。

（
2
3
）
後
鳥
羽
院
は
「
と
し
を
経
て
み
ゆ
き
に
な
る
、
花
の
か
げ
ふ
り
ぬ
る
身
を
も
あ
は
れ
と

や
思
ふ
」
　
（
1
新
古
今
　
雑
上
　
定
家
一
四
五
五
）
と
い
う
沈
愉
述
懐
の
歌
を
「
自

讃
詔
」
と
す
べ
き
だ
と
す
る
（
後
鳥
羽
院
御
口
伝
）
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
、
「
我
が
苛

な
れ
ど
も
、
自
讃
轟
に
あ
ら
ざ
る
を
よ
し
な
ど
い
へ
ば
、
腹
立
の
気
色
あ
り
」
「
左
近

の
桜
の
詠
う
け
ら
れ
ぬ
由
、
た
び
く
苛
の
評
定
の
座
に
て
も
申
し
き
。
家
隆
等
も

聞
き
し
事
也
」
な
ど
と
、
定
家
の
頑
な
な
態
度
を
非
難
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
つ
と

し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
定
家
に
お
け
る
「
述
懐
歌
（
実
情
歌
）
」
の
位
置
づ
け
に
つ
い

て
は
藤
平
春
男
氏
の
論
が
あ
る
（
r
藤
平
春
男
著
作
集
」
第
2
巻
　
笠
間
昏
院
　
平
九

三
九
七
頁
～
。
r
新
古
今
と
そ
の
前
後
」
笠
間
宙
院
　
昭
五
八
）
。

（
2
4
）
谷
山
茂
r
新
古
今
時
代
の
歌
合
と
歌
壇
」
（
角
川
昏
店
　
昭
五
八
二
五
六
・
二
一
二
頁
、

藤
平
春
男
r
藤
平
春
男
著
作
集
」
第
1
巻
（
笠
間
昏
院
　
平
九
）
七
四
頁
（
r
新
古
今
歌

風
の
形
成
し
明
治
書
院
　
昭
四
四
）
。
安
田
章
生
r
藤
原
定
家
研
究
　
増
補
版
」
（
臨

川
書
店
　
昭
五
〇
）
二
六
七
頁
な
ど
。
コ
疋
家
推
賞
」
は
安
田
氏
の
用
語
。

［
付
記
】
本
稿
を
成
す
に
当
た
り
、
位
藤
邦
生
先
生
、
妹
尾
好
信
先
生
に
ご
指
導
を
賜
り
ま
し

た
。
こ
こ
に
記
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

ー
た
の
・
し
ん
じ
、
広
島
国
際
大
学
講
師
－
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